
９月定例会  議案の審議結果
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議案第46号 
平成30年度東近江市一般会計決算の認定について

認
定

20
・
3
○○○○○○○○○○○

議　
　
　
　
　
　
　
長

○○○○×××○○○○○

議案第47号 
平成30年度東近江市国民健康保険（事業勘定）特別
会計決算の認定について

認
定

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第49号 
平成30年度東近江市後期高齢者医療特別会計決算の
認定について

認
定

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第50号 
平成30年度東近江市介護保険特別会計決算の認定に
ついて

認
定

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第56号 
令和元年度東近江市一般会計補正予算（第3号）

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第58号 
令和元年度東近江市介護保険特別会計補正予算（第1号）

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第63号 
東近江市手数料条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第65号 
東近江市国民健康保険診療所条例及び東近江市病院
事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第66号 
東近江市母子家庭等の児童入学祝金の支給に関する
条例を廃止する条例の制定について

可
決

17
・
5
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○××

棄　
権

議案第67号 
東近江市遺児福祉年金条例を廃止する条例の制定に
ついて

可
決

18
・
5
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○××○

議案第68号 
東近江市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第69号 
子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

会議案第2号 
東近江市制記念日を定める条例の制定について

可
決

17
・
6
○○○○○○○○○○○ ×○○○×××○○××○

意見書案第6号 
我が国の国家主権を断固として守るため毅然とした
外交姿勢を示すことを求める意見書について"

可
決

18
・
5
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○××○

請願第1号 
「こんな時に消費税10％実施」の中止を求める意見書
の提出を求める請願

不
採
択

4
・
19

××××××××××× ××××○○○×××○×

○・・・賛成　×・・・反対　（大橋議長は採決に加わらない）

その他の議案などは全会一致で認定・可決・同意されました。議案などの詳細は「東近江市議会」で検索してください。

　
島
根
県
雲
南
市
は
人
口
４
万
人
弱
、

面
積
５
５
３
㎢
。
人
口
減
少
も
高
齢

化
率
も
20
年
先
行
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
崩
壊
の
危
機
を

解
決
す
る
た
め
、
小
規
模
多
機
能
自

治
組
織
（
当
市
で
い
う
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
）
が
概
ね
小
学
校
区
単
位
に

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少･

少
子
高
齢
化
と
い
う
問
題
に
大
変
大

き
な
危
機
感
を
抱
い
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
自
治
会
組
織
で
は
十
分
に
機
能
し

な
い
部
分
を
補
完
す
る
た
め
、
小
規

模
な
が
ら
も
様
々
な
機
能
を
持
ち
、

住
民
の
参
画･

協
働
を
主
眼
と
し
た

住
民
自
治
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

の
は
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
当
市

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
比
較
す
る

と
規
模
的
に
小
さ
く
、
小
回
り
が
利

く
反
面
、
役
員
の
人
材
確
保
や
活
動

の
継
続
性
と
い
っ
た
点
で
は
不
安
に

感
じ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
事
業
の
開
始
、
廃
止
の

選
択
は
す
べ
て
住
民
に
あ
り
、
そ
の

こ
と
が
住
民
参
加
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
原
点
で
あ
り
、
現
在
困
っ
て
い

る
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
当
市
の
ま
ち
協
に
お
い
て
も
、
そ

の
時
々
の
困
り
ご
と
や
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
旧
来
の
行

事
に
捉
わ
れ
ず
、
事
業
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
千
葉
県
柏
市
で
は
、
フ
レ
イ
ル
と

い
う
要
介
護
に
至
る
ま
で
の
虚
弱
の

状
態
を
市
民
が
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
で

早
期
に
発
見
で
き
「
栄
養
・
口
腔
・

運
動
・
社
会
参
加
」
の
４
つ
の
視
点

か
ら
介
護
予
防
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
し
、
市
内
で
実
施
す
る
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
講
座
で
そ
の
サ
ポ

ー
タ
ー
が
指
導
員
と
し
て
従
事
さ
れ

る
な
ど
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
住

民
の
健
康
促
進
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
参
加
者
自
身
の

健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
社
会
参

加
を
促
す
も
の
で
、
高
齢
者
を
支
え

る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
第
一

の
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
フ
レ
イ
ル
は
、
適
切
な
介
入
に
よ

り
健
康
の
維
持
・
改
善
が
み
ら
れ
る

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
自

分
の
状
態
に
気
づ
く
機
会
を
数
多
く

確
保
し
、
意
識
変
容
か
ら
行
動
変
容

に
結
び
付
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
当
市
で
も
、
市
民
が
健
康
で
明
る

い
老
後
を
充
実
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、
庁
内
各
課
の
連
携
を
一
層
密
に

し
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
フ
レ
イ

ル
予
防
を
目
的
と
し
た
事
業
を
継
続

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
神
戸
市
の
千せ

ん
が
り苅

ダ
ム
は
当

初
、
台
風
や
大
雨
で
の
洪
水
時
に
安

全
が
図
れ
る
洪
水
調
整
機
能
を
持
た

な
い
ダ
ム
で
し
た
が
、
現
在
は
そ
の

機
能
を
持
つ
ダ
ム
と
し
て
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
市
の
永
源
寺
ダ
ム
に

も
活
用
で
き
な
い
も
の
か
と
感
じ
ま

し
た
。

　
兵
庫
県
た
つ
の
市
で
は
、
定
期
的

に
空
き
家
を
管
理
す
る
代
行
サ
ー
ビ

ス
や
解
体
費
用
に
対
す
る
低
金
利

ロ
ー
ン
な
ど
の
助
成
制
度
が
あ
る
中

で
、
特
に
空
き
家
に
あ
る
残
置
物
の

処
理
費
用
の
一
部
助
成
を
制
度
化
さ

れ
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
岡
山
県
真
庭
市
に
あ
る
㈱
ハ
ッ
ピ

ー
フ
ァ
ー
ム
・
プ
ラ
ス
Ｒ
は
、
若
い

経
営
者
が
地
元
地
域
商
社
と
つ
な
が

り
、
高
収
益
の
露
地
野
菜
を
中
心
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
女

性
の
農
業
未
経
験
者
を
積
極
的
に
採

用
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

当
市
の
若
手
就
農
者
の
育
成
支
援
に

つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
同
市
で
は
、
地
元
木
材
を
加

工
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
材
）
が

市
庁
舎
や
小
学
校
、
バ
ス
停
な
ど
に

多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
で

も
永
源
寺
地
区
の
認
定
こ
ど
も
園
で

地
元
木
材
を
加
工
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
採

用
が
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

さ
ら
に
地
元
木
材
の
活
用
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
感
じ
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

福
祉
教
育
こ
ど
も
常
任
委
員
会

　
先
進
事
例
を
学
ぶ
た
め
に
、
各
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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議案の審議結果


